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研究背景・目的

目的
朝霞駅西口富士見通線(＝対象道路)で計画が進むプロジェクトに参加し, 

住民と利用者の意向に寄り添ったウォーカブルな道路整備の提案を行う

世界の
生活道路

車中心 人中心

歩行者と車両が同じ空間で安全に共存
多様な活動が繰り広げられる滞留空間

自家用車の普及
交通量の増加

日本では
居心地が良く歩きたくなるまちなか

→埼玉県朝霞市ウォーカブル推薦都市
325 団体が賛同し,ウォーカブルなまちづくりに取り組む



対象道路の概要

○都市計画道路の見直しにより,自動車
の円滑な交通を担う役割がなくなった

○官民連携エリアプラットフォーム
『あさかエリアデザイン会議』で整備
が検討

○比較的大きな幅員で交通量が少ない

○住宅に囲まれる

○交差点での交通事故が問題

歩道 車道 歩道
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対象道路の概要
○朝霞駅から近く,駅周辺の賑わいへの貢献も期待される
○駅前通りは道路幅員が狭いにも関わらず大型車が相互通行しているという交通安全上の問題

→一方通行化が検討されている
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過年度の研究

住宅地におけるウォーカブルな道路整備提案の評価要因に関する研究

調査方法
○朝霞駅西口富士見通線沿いに居住する方を対象としたアンケート調査

まとめ
○道路整備の改変と現状維持で意見が二分

→今後合意形成が大きな課題となり得る
○解決すべき課題

交差点での交通事故
騒音問題
衛生問題
駅前通りの整備

「現状のまま」の評価点
出典：住宅地におけるウォーカブルな道路整備提案の評価要因に関する研究
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10点



アンケート調査の概要

実施日時 2022年11月6日(日)アサカストリートテラス開催日
10:00~17:15

実施場所 朝霞駅西口富士見通線沿い,B.B.SQUARE 横

調査対象 アサカストリートテラス訪問者
市内在住の方,来街者,すべて含む

方法 アサカストリートテラスにて紙アンケートを配布
その場で記入してもらい回収

内容
1．人中心の空間としての
整備について
2．交通安全対策について
3．その他(個人属性)

出典：Instagramアサカストリートテラス(@asaka_street_terrace)



アンケートの内容：人中心の空間

①歩行空間
②植栽
③ポケットパーク
④ミニイベントスペース
⑤休憩施設
⑥ファニチャー
⑦日陰スペース
⑧子供が遊べるスペース
⑨自動車の規制速度
⑩なってほしい道の雰囲気
⑪居心地の良い人中心の空間と
するための改良点(記述)



アンケートの内容：交通安全対策

対象道路に相応しくない1点～相応しい10点
10段階で評価

①スラロームの設置
②ハンプの設置
③スムース横断歩道の設置
④舗装路面の仕上げの変更

(歩車道一体化)

⑤ベンチ,植栽の設置
⑥一方通行化
⑦歩行者天国化



調査結果

回収状況
○回収数：361部

(内 白紙・無効：52部)

○有効回答数：309部

個人属性
○年齢構成 30-50代が8割程度
○男女比率 44％：56％
○対象道路を週1回以上利用

徒歩 50％
自転車 27％
乗用車 29％ 6 18 66 219

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

乗用車での,駅西口富士見通線の利用頻度

おおよそ毎日 週に3日程度 週に1日程度 ほとんど利用しない

34 10 29 80 156

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

徒歩での,駅西口富士見通線の利用頻度

おおよそ毎日 週に5日程度 週に3日程度 週に1日程度 ほとんど利用しない

8 21 54 226

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自転車での,駅西口富士見通線の利用頻度

おおよそ毎日 週に3日程度 週に1日程度 ほとんど利用しない



調査結果：人中心の空間としての整備について

あった方がいい,もしくは増えた方がいいの回答数(降順)

休憩施設

植栽

ミニイベントスペース

日陰スペース

今より広い歩行空間

子供が遊べるスペース

ファニチャー

ポケットパーク

自動車の規制速度
○4割 時速20㎞以下
○5割 時速30㎞以下

将来のなってほしい道の雰囲気
○半数以上
「緑や自然にあふれるさわやかな道」
○2割弱
「ワクワクするような明るいデザインの道」
「都会的で落ち着きのある景観の道」



調査結果：交通安全対策について
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交通安全対策についての結果の主成分分析

第1主成分 第2主成分

スラローム 0.4200 0.3281

ハンプ 0.3665 0.3922

スムース横断歩道 0.4014 ▲ 0.5280

舗装路面 0.3832 0.1332

ベンチ、植栽 0.3554 0.3042

一方通行 0.3650 ▲ 0.0649

歩行者天国 0.3489 ▲ 0.5876

寄与率 0.3595668 0.189437

累計寄与率 0.3595668 0.5490038

第1主成分 全体

第2主成分

プラス方向

車道への物理的対策

マイナス方向

歩行者の歩きやすさ

への対策

多くの項目を少ない変数に縮小し,評価の得点の傾向をわかりやすくするため



結果の分析：個人属性別
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1.市内(最寄りが朝霞駅)

2.市内(最寄りが朝霞駅以外)

3.朝霞市外

第1主成分が-2以下の方の多く
が,最寄りが朝霞駅の方
→整備に対する不安点があり,

低い評価をしたのではないか



調査結果：自由記述

居心地のいい人中心の空間とするための改良点に関する記述回答
○歩行者や子供に安全な空間を望む意見
○イベント等,賑わいを求める意見

その他自由に意見等を求めた記述回答
○歩行者だけでなく皆の安全を望む意見
○賑わいのある街,さらにアートやお店など魅力ある空間を求める意見
○駅前通りの改善を求める意見

重要
○交通安全対策
○駅前通りの改善など周辺道路と連携した整備



まとめ

過年度の

調査

•対象道路沿いに居住する方の意見

•改変と現状維持で意見が二分 , 住民のニーズと解決すべき課題

本調査

•市外在住,道路利用者を含め多くの方の意見

•具体的対策に対する評価 , 道路利用者のニーズと解決すべき課題

今後

•沿道住民⇔道路利用者 意見の違いが合意形成の課題となり得る

•整備に対する不安点への対策案の検討

•対策のメリット,デメリットを理解していただいた上での更なる調査,検討
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